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今年 はもうすでにインフルエンザが流行し

ています。多くの方が「ワクチンは効果が本当にあ

るのか？」とか「かかってもたいした事がないので

はないか」「ワクチンをうたなくてもかかったことが

ない」などの疑問を持っていらっしゃるかもしれま

せん。風邪はさまざまなウイルスで起こりますが、

その中でもインフルエンザは高熱など激しい症状

をしめす事で知られています。インフルエンザは

治療をしなくても自然によくなることが多いです

が、幼児では髄膜炎、高齢者では肺炎をおこし、

命に関わる事があります。あなたがインフルエン

ザにかかる事でご家族に大変な影響をおよぼして

しまう事もありうる病気なのです。風邪の中で唯

一、ワクチンを打つ事で病気が重くなるのを予防し

死亡率を下げる事が出来るのです。ただしインフ

ルエンザワクチンは不活化ワクチンで効果があま

り長続きしません。またインフルエンザは毎年遺

伝子が変わるため昨年ワクチンを打っても翌年は

効果が得られにくくなります。2019/2020年度のイ

ンフルエンザワクチンにはA型、B型あわせて４種

類のウイルスに対して効果が出るように作られて

います。ワクチンによるインフルエンザの予防は

非常に重要なのです。 

インフルエンザは飛沫感染と接触感染でうつりま

す。飛沫感染とは他の人の咳やくしゃみをあびて

インフルエンザにかかることです。そのほかに鼻

汁などの分泌物がついた場所にさわってうつるこ

ともあります。ワクチン接種と並んで重要なのはう

がい、手洗い、マスクによる予防です。マスクは鼻

までおおうようにしっかりとかけましょう。インフル

エンザだけではなく、普通のかぜや肺炎も予防す

る事ができます。 

熱や咳などがあり調子が悪いときに病院へのお

見舞いをすることで、患者さまに風邪やインフルエ

ンザをうつしてしまうことがあります。このようなと

きにはお見舞いをやめましょう。 

インフルエンザにかかってしまったときには自宅で

安静を守る事が重要です。最近ではインフルエン

ザの治療薬が何種類も出て来ましたが、何も治療

しないときに比べて一日早く熱が下がる程度の効

果です。持病のある人ではインフルエンザの治療

薬を用いることで重症になる事を防ぐ事が出来る

と言われていますが、とにかくかからない事が非

常に重要ですのでぜひ積極的に予防を心がけて

ください。 

～ サージカルマスクの装着方法 ～ 

【注意点】 

・湿ったら破棄する 

・ポケットに入れない 

・腕に掛けない 

鼻の形に合わせ、鼻を覆う 

下向きに、ひだを伸ばす 

あごまで伸ばす 

風邪やインフルエンザにご注意  



 

 

 

新型インフルエンザへの感染から 

守りたい！ 患者さまも 市民も 医療従事者も 

TOPICS 

11月14日(木)に、当院を会場・幹事病院として「帰国者・接触者外来設置シミュレーショ

ン訓練」を実施しました。この訓練は、横浜市が新型インフルエンザ対策として、発生時

に外来を設置する可能性がある市内18医療機関とともに毎年開催しているもので、医療従

事者や市民等130人（内覧会含む）が見学に訪れました。訓練は駐車場内の一部に仮設し

たプレハブを舞台に行われ、感染の疑われる患者さまの受診を想定しながら、患者動線や

来院者・従事者への感染防止策を確認しました。 

訓練で初の試みとして、今年度は英語が母国語の患者さまが来院する設定で行われ、事前

に用意したボードや翻訳アプリを活用等コミュニケーションを円滑に図るための手法につ

いても検証しました。見学者はプレハブ内の設備を確認後、講堂にて訓練の中継映像を視

聴する形で、患者さまの受入準備や診察、保健指導、検体受け渡しまで一連の動きを訓練

参加者とともに学びました。 

訓練実施に向けては、昨年４月から院内打合せ、12月からは横浜市健康福祉局との打合せ

を開始。今年度に入ってからは、ともに月１回のペースで開催し、当院と横浜市との協働

で企画・シナリオづくりや会場使用方法等を検討してまいりました。 

この訓練、幹事病院に当たる確率は単純計算で18分の１…。これは決してネガティブな意

味ではありません。訓練準備の活動を通じて、私たちは貴重な財産を得られたものと確信

しています。駒瀬院内感染対策委員長をはじめ、医師の皆様からの「より実践的な訓練に

するための数々の御助言」、シナリオの作成・校正における感染対策・医療安全担当看護

師の活躍。訓練運営に力を注いだ事務職員。そして当日患者・医師・医療従事者等の役で

参加していただいた出演者の皆様…ほか、西部病院と横浜市健康福祉局が“One Team”で

取り組むことができました。 

最後に、今回の訓練最大の成果は「新型インフルエンザを水際で防ぐのは難しくても、感

染を最小限に抑えたい」参加者全員がこの使命感を共有できたことです。うまくやろうと

するより反省や課題を今後につなげる方が成長する…。これはどんな仕事でもスポーツで

も同じです。「この貴重な経験をマニュアルや体制づくりに反映させたい」訓練ではナ

レーター役を務めた細谷業務担当師長のコメントが印象的でした。 

(医事課 主幹 佐藤 孝之) 
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帰国者・接触者外来設置シミュレーション訓練」を実施しました！ 
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日々の食事を見直そう！  

ご存知 

ですか？ 

 「食事をきちんと食べていますか？」と聞かれたら、きっと「食べている！」と答える方が多いこと

でしょう。でも実は食べているつもりになっているだけかもしれません。日々の食事を見直して、 

バランスの良い健康な食事を目指しましょう。 

<栄養部 元尾彩香 > 
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 西部病院では、市民の皆さまを対象に教育研究の成果や最新の医療情報を提供するために 

「市民公開講座」を開催しております。 

 おかげさまで大変に好評をいただいたことから、このたび「特別市民公開講座」として追加開催す

ることとなりました。特別講座第二弾は「腰痛と下肢神経痛の治療法 薬と手術について」です。 

 是非、皆さまお誘いあわせの上、お越しください。 

特別市民公開講座を開催 


